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Ⅰ．はじめに   

  社会福祉科目を設けている青森県立高等学校は、20 校にみたない。その担当教諭の多くは、

「福祉」科目教員資格をもっていない。平成 22 年度から青森県教育庁の依頼により、福祉科

目担当教員研修の企画に携わっているが、研修参加教員から、授業方法についての不安をいく

つか聞いた。 

 

Ⅱ．目的 

  県立高等学校福祉科目担当教員のかかえる教育方法に関する不安を解消し、わかりやすい授

業を展開するための効果的な教育資源（副読本）の開発を行う。 

 

Ⅲ．研究方法（または「研究の経過」等） 

１．研修 

  平成２１年度から行っている福祉担当教員向け研修を充实する。 

 ２．福祉教育に関する意向調査 

   福祉科目担当教員に対して、基礎資格の有無・必要とする研修内容・教育上の不安や問題    

  点・教育資源開発に対する要望等についてアンケート調査を行う。 

３．教育資源開発 

  初歩的な社会福祉の知識が得られる教材を開発する。初年度は、社会保障等制度について

の理解ができる副読本を開発し、２年度はその改訂と社会福祉の原理・理念に関する副読本

を開発する。 

 

Ⅳ．結果（または「成果」等） 

   研修については、尐数であるが熱心な参加者を確保できた。アンケートは、回収率が低く、

再度行う必要がある。副読本は、制度理解を助けうる内容のものを開発できた。 

 

Ⅴ．考察 

   研修受講者の声や､尐数ではあるが回収したアンケート結果からは、社会福祉の制度変更が頻繁 

であり、教員が十分な制度理解ができないまま、授業を行わざるを得ない状況であることが確認 

できた。また、社会福祉科目を履修した生徒が、必ずしも社会福祉の制度や理念等をよく理解し 

ているとは限らないことも判明した。高等学校の福祉科目を充实するためには、福祉教育实践を 

行っている大学が、広く高校生やその家族に対しても情報発信する必要性が確認できた。 
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